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◉企画にあたって

　ぶどう膜の炎症はぶどう膜のみに限局せず，近接した眼組織（網膜，強膜，角
膜，視神経など）に波及している場合も多く，不可逆的な視力障害をきたすこと
があります。ぶどう膜炎の原因は多岐にわたり，一言でぶどう膜炎と言っても，
わかっているだけで 30種類以上の疾患が存在します。アナムネーゼ，症状，所
見，検査データなどから，しっかりと確定診断できるぶどう膜炎も多く存在し，
このような疾患は速やかに的確な診断をして，適切な治療を施さなければなりま
せん。そのような意味で，教科書的な典型的な症状や所見，検査データなどの基
礎知識をしっかりと習得しておく必要があります。
　一方で，ぶどう膜炎の症状や所見は非特異的な似たようなものが多く，診断に
苦慮することも少なくありません。これら非特異的な炎症所見のなかから，可能
性のあるいくつかの鑑別疾患を想定してさまざまな検査を進めていきますが，非
典型的で診断基準を満たさず，最終的に確定診断に至らない疑い例や原因がはっ
きりとしない原因不明のぶどう膜炎も少なからず存在します。しかし，実際の診
療の場では，診断が確定しなくても，目の前の患者の現在の状況において，でき
る限り最善の治療を行わなければなりません。治療を進めていくうちに想定外の
経過や診断に至り，治療の方向性が違っていたなどということも時に経験するこ
とです。
　本企画では，代表的なぶどう膜炎において，まず典型的な症状や所見，臨床経
過や治療に関して，習得すべき教科書的な内容を概説し，疾患の基礎的知識を押
さえていただきました。そのうえで，非典型的な症状や所見から診断に苦慮する
症例の鑑別診断のポイントや，治療に苦慮する難治症例の治療戦略についても，
わかりやすくご教示いただきました。各項目の冒頭に診断または治療のポイント
を箇条書きで数個にまとめていただきましたので，知識の整理に役立つかと存じ
ます。また，図表や写真も多用して視覚に訴える構成にし，疾患によっては症例
を呈示しながら，より日常の診察に即した形で，所見から診断に至るプロセスや
治療のポイントを概説していただきました。具体的な治療計画や処方例に関して
も可能な範囲で記載していただきました。本企画が，先生方の明日からの日常診
療の一助になりましたら幸いです。
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もう悩まない ぶどう膜炎の診断と治療
達人の診療プロセスを教えます
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